
10広報　さつま

◆町の家計簿のお知らせ

歳
入

歳
出

歳 入
（入ったお金）
　１８５億
5,624万２千円

歳 出
（使ったお金）
　 １８０億
3,825万７千円

自 主
財

源

町　税
2,068,435千円
(11.1％）

諸収入
296,313千円（1.6％）

繰越金

539,848千円（2.9％）

分担金・負担金
415,287千円（2.2％）

繰入金

使用料及び手数料
255,927千円（1.4％）

財産収入等

164,123千円（0.9％）

地方交付税
6,116,649千円（33.0％）

町　債

2,872,200千円

（15.5％）

国庫支出金
907,804千円
　（4.9％）

県支出金
1,343,840千円

（7.2％）

その他 182,405千円（1.0％）

地方譲与税 318,253千円（1.7％）
地方消費税交付税
273,542千円（1.5％）

総務費

4,431,805千円

　　（24.6％）

民生費

3,286,602千円

（18.2％）公債費

3,097,681千円

（17.2％）

教育費

1,844,193千円

（10.2％）

土木費

1,625,293千円

（9.0％）

農林
水産業費

1,455,234千円
　　（8.1％）

その他 13,015千円（0.1％）

商工費 154,153千円（0.9％）

議会費 283,428千円（1.6％）

衛生費

消防費
526,384千円（2.9％）

災害復旧事業費
367,458千円（2.0％）

依

存

財
源

○旧町・組合別会計決算状況

　平成１７年３月２２日に宮之城町，鶴田町，薩摩町の３町が合併し，新さつま町が誕生しました。３町が合併

して初めての決算となります。さつま町建設計画における新町の将来像は『人々が織りなす元気で快適な活力あ

るまち』とし，基本理念を『個性と知恵と協働で創造する豊かなまちづくり』としたところです。まちづくりを

推進するために，速やかな一体性の確立を促進し，地域の更なる発展と住民福祉の向上に努めました。

　なお，本決算については，旧鶴田町の一般会計が平成１７年第６回さつま町議会定例会で不認定となりました。

※今回の決算は，平成１６年度中に旧３町が合併したため，国の統一基準で行う地方財政状況調査の取扱いに基

づき，年間の決算額としては，原則旧３町，一部事務組合，新町分の決算を合算しています。

　旧３町・旧一部事務組合の決算（３月２１日打切り決算）及び新町さつま町の決算（３月２２日～３月３１日）

について，決算の状況は次のとおりです。

2,801,616千円
　（15.1％）

953,011千円
（5.3％）

宮 之 城 鶴 田 薩 摩 消 防 組 合 さ つ ま 町衛生処理組合

7,136,572

8,085,810

－949,238

2,000,000

1,050,762

2,967,616

3,068,314

－100,698

300,000

199,302

3,836,431

4,266,684

－430,253

750,000

319,747　

789,926

754,507

35,419

0

35,419

376,402

359,269

17,133

0

17,133

6,372,303

5,853,560

518,743

0

454,260

（単位：千円）

歳 入 総 額

歳 出 総 額

差　引　額

一時借入金

決算剰余金


